












































































2019年度における授業期間は，前期は2019年 4 月 8






















































































供教員，授業名，参加者数などについて表 1 で示す． 
 
3. 授業参観の分析  



























































































































































































生の発話の 平等性」（10.8％）であった．  
 
 
図 1. 各カテゴリ内容とその割合（%） 
 
4 eacher 
Effectiveness for Language Learning，通称 TELL）
プロジェクトについて 4) 
.1 TEL 概要 















































































































図 2. TELLフレームワークの構成図（筆者が作成） 
 
4.2 フルクラス観察スケール(Full Class Observation) 
フルクラス観察スケールは，合計 21 の観察ポイント
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